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８ 林  業 

 

（１）森 林 面 積 

 

～６割を占める国有林～ 

令和２年４月現在の森林面積は、県土の 65％に当たる 63 万 2,308ha で、この内訳は国有林が 62％、民有林が

38％となっており、国有林比率は、全国平均の 31％を大幅に上回っている（図１）。 

森林蓄積は約１億 2,637 万 m3で、このうち針葉樹が全体の 64％、広葉樹が 36％となっている（図２）。民有林

は、スギやマツ類等の人工林が多くなっている（図３）。 
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（２）林業労働力 

 

～就業者数が減少～ 

令和２年の林業経営体は 678経営体で、平成 27年に比べて 1,381経営体（67％）減少した（図１）。 

平成 27 年の林業就業者は 1,792 人で、平成 22 年に比べて 116 人減少し、60 歳以上の割合は 1.2 ポイント増加

し 33.6％となった（図２）。 

一方、高度な技術と知識を有する担い手を育成するため県が実施してきた基幹林業作業士養成研修（グリーン

マイスター研修）では、これまで延べ 322 人が研修を修了し、「青森県基幹林業作業士」の認定を受けている（図３）。

なお、平成 23年度から国の林業作業士（フォレストワーカー）認定制度及び研修が開始されたため、基幹林業作

業士研修は平成 24年度をもって終了した。 

また、本県の林業作業士（フォレストワーカー）研修を終了し、登録を受けた者は令和元年度末現在、延べ 275

名となっている（図４）。 
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（３）木 材 生 産 

 

～木材供給量は対前年比５％増の 120万 1,000m3～ 

令和元年の県内木材供給量は、前年に比べ５％増の 120万 1,000m3となり、その内訳は、県内素材生産量が６％

増の 115万 8,000m3、国産材移入量が 11％減の４万 1,000m3、外材入荷量が前年並の 2,000m3となっている（図１）。 

県内素材生産量の内訳では、スギが 90万 m3と前年より４％増加した（図２）。 
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（４）木 材 需 要 

 

～木材需用量は対前年より増加～ 

令和元年の木材需要量は、前年に比べ５％増の 120万 1,000m3となり、その内訳は、県内素材需要量は６％増の

83万 m3、県外移出量は３％増の 37万 1,000m3となっている（図１）。 
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（５）林業産出額 

 

～林業産出額は対前年より増加～ 

令和元年の林業産出額は、前年に比べ５％増の 106億 1,000万円となり、そのうち木材生産は、前年に比べ６％

増の 101億 7,000万円となった（図１）。 
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（６）特用林産物 

 

～きのこ類生産額は減少～ 

令和２年の特用林産物の生産額は、前年より５％減の４億 8,200万円となった（図１）。 

また、令和２年のきのこ類の生産量は、12％減の 482ｔとなった（図２）。 
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（７）木 材 産 業 

 

～製材工場数は減少傾向～ 

令和元年の県内製材工場数は、前年比３％減の 78工場となった（図１）。 

令和元年の製材品の出荷量は、前年比２％減の７万 9,000m3となり、用途別では、約５割を占める建築用材が前

年比５％増の３万 8,000m3となった（図３）。平成 30年の材種別では、大部分を占める国産材が前年比６％減の８

万 1,000m3となった（図４）。 

 

41
15 13 15 8 11 11

62

54 55 40

20 13 9

146

144
120

99

79

44 39

114

93

81

57

47

31
19

39

42

38

32

21

22

23

48 42 42

31
28 26

9

10 10

402

348

307

243

175

121

101
88

80 78

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

昭60年 平2 7 12 17 22 27 29 30 令元

（工場）

7.5～
22.5kw

22.5～

37.5kw
37.5～
75.0kw

75.0～
150.0kw

150.0kw
以上

図１ 製材用動力の出力規模別製材工場数の推移

資料：農林水産省木材需給報告書

7.5～
75.0kw

75.0～
300.0kw

300.0kｗ
以上

注１）平成29年から出力区分が変更

 

207

152 143

113 109
95 86

69 66
77

112

105

73

61

20

18
10

10 8
1

63

70

67

48

34

6

5
9 6

402

348

307

243

175

121

101
88

80 78

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

昭60年 平2 7 12 17 22 27 29 30 令元

（工場）

国産材専門

国産材50％以上

外材50％以上

外材専門

図２ 製材用素材の国産材・外材入荷割合別

製材工場数の推移

資材：農林水産省木材需給報告書  

457
489

422

259

138

64 55 40 36 38

7

7

8

7

2

2 6
4 2 0

35

33

25

27

28

33 39
40 43 40

35

34

23

10

3

1 1
2 0

0

18

18

17

8

2

1 3
2 0 0

0

100

200

300

400

500

600

700

昭60

年

平2 7 12 17 22 27 29 30 令元

（千ｍ3）
798

552
581

495

173

建築用材

土木建用材

木箱仕組板梱包用材

家具建具用材

その他用材

図３ 用途別製材品出荷量の推移

資材：農林水産省木材需給報告書、県林政課

311

101
88

104

7981

x

 

366
343

275

166

118
92 99 89 86 81

186 238

220

145

55

9 5 4 2 1

552

581

495

311

173

101 104
93 88 82

0

100

200

300

400

500

600

700

昭60

年

平2 7 12 17 22 27 28 29 30

（千m3）

外材

国産材

図４ 国産・外材別製材品出荷量の推移

資料：農林水産省木材需給報告書
（注）令元年は非公表

 



 

- 64 - 

（８）森林保全・治山・林道・林業機械 

 

～進む高性能林業機械の導入～ 

令和２年の保安林面積は38万9,000haで、うち84％の32万7,000haが水源かん養保安林となっている（図１）。 

また、治山事業による山地災害危険地区の整備地区数（図２）及び林道網の整備状況（図３、図４）は近年横ば

いであるが、高性能林業機械の導入（図５）が進み、作業の効率化、省力化及び労働の安全性が向上している。 
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図１ 保安林面積の推移
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図２ 山地災害危険地区の推移
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図３ 林道開設状況
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